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ＦＩＢＡアジア女子選手権大会

兼北京オリンピック予選健闘するも第３位

[編集部］

６月３日から１０日まで韓国仁川で開催された第２２回ＦＩＢＡアジア女子選手権大会で、

日本代表チームは予選リーグで中国を破る健闘ぶりをみせたが、決勝トーナメントの結果第

３位となって北京オリンピック出場の切符を手にすることはできなかった。

しかしながら３位決定戦でチヤイニーズタイペイを下し、来年開催されるオリンピック世

界予選へ出場できる資格を勝ち取った｡世界予選は来年の７月、ヨーロッパ４、アメリカ３、

アジア２、アフリカ２、オセアニア１の合計１２チームが参加して、残された３つのオリン

ピック出場枠を争う。

。本無昨Ⅷ
第１ピリオド、日本はセンター山田のゴール下シュートを皮切りに、三谷、榊原のシュー
トなどで１４－４と１０点のリードを奪う。しかし残り３分からミスやファウルが出て残り

１分に１８－１９と逆転される。その直後にガード大神がジャンプシュートを決めて逆転す
るも、終了間際に中国のシュートが入り２０－２２の２点ビハインドで終了。

第２ピリオド、開始早々 山田のインサイドシュートで同点にし、その後の集中的な攻撃で
１分過ぎには２７－２２とリードを広げた。しかし中国もシュートが決まり出し、すぐ２９
－２９の同点にされる。その後日本はまたもやファウルの連発で中国にフリースローを許し

一時はリードされたが､大神､諏訪､榊原のシュートで追いつき３９－３９で前半を終えた。

第３ピリオド、やはり開始早々 に山田がゴール下で強みを発揮、さらに大神や渡辺のシュ
ーとなどで５分には５４－４１とリードを広げた。ところが終盤ファウルやターンノーバー

などで得点が止まり、逆に中国に追い上げられて５６－５３の３点リードでこのピリオドを

第４ピリオド、日本は内海、山田、三谷らのシュートで８点までリードを広げる。中国の
タイムアウトの後、桔抗した試合展開となり約３分間両チームとも無得点、その後大神がイ

ニ鱗菖蝋欝協誌崖畠催套鯉二駕鯉董葉鴬撤董雲

６月４日予選リーグ２回戦

・本心三3
●タイ

４４

３



第１ピリオド、日本は渡辺、三谷らのシュートで徐々に点差を広げる。タイは果敢にマン

ツーマンディフェンスを仕掛けてくるが日本は落ち着いて攻めて、渡辺、榊原らのシュート

で大量リードを奪う。終盤日本は選手を若手に切り替えたが、得点が止まることなく２６－

９で終わる。

第２ピリオド、早々から岩村の３Ｐシュート、矢代のジャンプシュートなどで更にリード

を広げる一方、ディフェンスで相手シュートを抑え、終盤には磯山、池田らがインターセプ

トから速攻を決めて１７連続得点を奪い、５８－１９で前半を終了。

第３ピリオド、最初のうちはやや重苦しい展開だったが、榊原、大神、山田のシュートが

冴えて更に加点し８１－３０の大量リード。

第４ピリオド、開始直後タイに連続得点を許すもディフェンスを建て直し、吉田がボール

を奪って速攻、池田、矢代がオフェンスリバウンドから得点するなど、終盤まで手を緩めな

いで攻め続け、最後は１０４－４４で勝利して開幕２連勝となった。

。本具購]品韓＆
４



って４点差まで追い上げたが､終了間際､韓国のシュートが決まり１４－２０の劣勢で終了。

第２ピリオド、韓国は日本のディフェンスの緩みを巧みについて開始３分に２７－１６と

日本を引き離すｂその後矢代がゴール下シュートを２本決めたが、ディフェンスで韓国の高

確率のシュートを止めることができない。日本は終了間際に大神がジャンプシュートを決め

たが結局２８－３９と１１点の差をつけられて前半を終了する。

第３ピリオド、序盤ミスが出て流れに乗れない日本に対し韓国は連続得点して２８－４３

の１５点差となる。その後日本は榊原のオフェンスリバウンドやパスカットなどでチャンス

を作り諏訪が連続ゴール下シュートを決めて１０点差に追い上げる。しかし韓国はゴール下

やリバウンドで強さを見せ、残り２分には３７－５５と１８点の差がついた。終盤日本は諏

訪のバスケットカウントなどで追い上げたが４５－５９でこのピリオドを終わる。

第４ピリオド開始早々韓国は連続得点、日本は榊原、内海が必死で対抗したが点差は縮ま
らない｡日本は中盤から若手に切り替え､磯山らが果敢に攻め込んだがなかなか得点できず、

逆に韓国は外角シュートが決まって終わってみれば６８－９０という２２点の差をつけられ

てしまった。

”唯=ルー
第１ピリオド、日本は若干出足が鈍かったがリバウンドやスティールから速いテンポでシ

第２ピリオドに入ると日本は相手のシュートを阻止し、三谷、諏訪などの得点で１６連続
得点してマレーシアを引き離す。残り２分を過ぎてから日本は渡辺、内海がそれぞれ２本４
連続３Ｐを決めてマレーシアを圧倒。５４－１２で前半を終わる。

第３ピリオド、日本がボールを支配し早いテンポのオフェンスから榊原、内海がシュート
を決める。マレーシアは少ないチャンスをものにしようと試みるが、まともにシュートを打
つことができない。日本は終始高確率な３Ｐシュートと速攻で得点し８９－２８の６１点差

第４ピリオド、日本はリバウンドを完全に支配し、そこからハイペースなオフェンスを展
開。磯山、岩村らが次々 とシュートを決める。マレーシアは残り２分まで無得点、最後まで
攻めきった日本は全員出場、全員得点で１１７－３２と圧勝した。

予選リーグを終わって日本は４勝１敗となり第２位で決勝トーナメント進出が決まったが、

中国が３位になったため、決勝トーナメントの１回戦は日本対中国、韓国対チャイニーズ・
タイペイの組合せとなった。

蝿〔卦”
日本は決勝進出をかけて中国と戦ったが、序盤硬くなったせいかいいリズムでシュートに

持ち込むことができないで得点が伸び悩み、終盤追い上げたが決勝進出を逃がした。
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メダル獲得とはなったものの、日本は北京オリンピック出場の切符を勝ち取ることはでき

ず、来年開催される世界予選にオリンピック出場をかけることとなった。

６

第１ピリオド、立ち上がり日本はシュートが決まらず開始３分で２－６とリードを許す。

その後山田、大神のシュートで同点に追いついたが、中国のドライブインやジャンプシュー

トを連続して決められ１３－１６の３点ビハインドで終わる。

第２ピリオド、序盤山田のシュートや三谷の３Ｐが決まって１８－２０の２点差まで追い

上げたが、その後はいいタイミングでシュートまで持ち込めなく得点が伸びない。終盤中国

が確率良くシュートを決めるのに対し、日本は５分間無得点に抑えられ２２－３１で前半を

終了する。

第３ピリオド、追い上げたい日本にファウルやミスが出て流れに乗れず、開始６分で２８

－４６と更に点差をつけられた。残り４分から諏訪、内海、吉田らの若手が頑張って点差を

詰めるが、中国も終盤に連続得点し結局３６－５９の２３点差となってしまった。

第４ピリオド、立ち上がりから積極的なディフェンスで内海が連続得点、その後も三谷、

矢代の得点で追い上げる。終了間際にも内海が気を吐いてシュートを決めるが、第３ピリオ

ドまでで差がついた２３点は大きく、中国に追いつくことはできずに３位決定戦へ回ること

となった。



ＦＩＢＡアジア男子選手権１Ｎ徳島

兼北京オリンピック予選開幕せまる

[編集部］

第２４回ＦＩＢＡアジア男子バスケットボール選手権大会(北京オリンピックアジア予選）

は、７月２８日から８月５日まで１６チームが参加して徳島市で開催される。

日本代表チームはオリンピック出場への切符を勝ち取るべく、６月２８日からヨーロッパ

に遠征し、２９日からリトアニアで強化試合を行なった。リトアニアの次はドイツに回り現

地チームと対戦して更なる強化を図る。

オリンピックの出場権は女子と同じくアジアから１チームであり、今回は開催国の中国に

出場権が与えられるため、中国が優勝した場合には第２位のチームに出場権が与えられ、中

国が優勝しなかった場合には優勝チームに出場権が与えられる。

また、出場権を得られなかった場合は、来年開催される世界予選に出場して残された３チ

ームの出場枠を争うが、この世界予選に出場できるのは今回のアジア選手権大会の成績によ

る上位２チームのみであり、いずれにしてもオリンピック出場権を獲得するのは容易なこと

ではない。

オリンピック世界予選の各大陸からの出場枠は、ヨーロッパ４、アメリカ３、アフリカ２、

アジア２、オセアニア１の計１２チームとなっている。

日本男子のオリンピック出場は１９７６年のモントリオール大会以来途絶えており、３０

年振りの出場権獲得に期待がかかる。

この夏は大挙して徳島へ出かけて日本代表チームを応援し、何が何でもオリンピック出場

権を勝ち取りたいものだ。

日本代表チームは、ヨーロッパ遠征を含む数次の強化合宿で鍛えられており、最終的な候

選手は以下の１２名となっている。

ＮＣ 氏名 Ｐ 身長 体重 年齢 所属

４ 川村卓也 ＳＧ １９１ ８０ ２０ オーエスジー

５ 山田大治 ＰＦ ２００ １０５ ２５ パナソニック

６ 桜井良太 ＳＧ １９４ ７３ ２３ 北海道カムイ

７ 佐古賢一 ＰＧ １７９ ８１ ３６ アイシン精機

８ 柏木真介 ＰＧ １８３ ８０ ２５ アイシン精機

９ 折茂武彦 ＳＧ １９０ ７７ ３６ 北海道カムイ

１０ 竹内公輔 ＰＦ ２０５ ９８ ２２ アイシン精機

１１ 網野友雄 ＳＦ １９６ ８７ ２６ アイシン精機

１２ 五十嵐圭 ＰＧ １８０ ６８ ２６ 日立

１３ 青野文彦 Ｃ ２１０ １２０ ２８ パナソニック

１４ 桜木ジェイ ＣＦ ２０３ １０５ ３０ アイシン精機

アーノレ

１５ 竹内譲次 ＰＦ ２０５ ９３ ２２ 日立

平均 １９５ ８８ ２７

Ｐ－ポジション：ＰＧ－ポイントガード、ＳＧ－シューティングガード、ＳＦ一スモール

フォワード、ＰＦ－パワーフォワード、Ｃ－センター

７



[組合せと試合日程］

大会への出場国と第１次予選ラウンドの組合せは次のとおり。

８

第１次予選ラウンド試合日程

会場１－アステイとくしま／会場２－徳島市立体育館

ロ

以上のメンバーのうち１０名が２００６年に日本で開催された世界選手権大会に出場した

選手であり、それ以外でもはじめて代表選手になった選手はいないという、どちらかといえ

ばそれなりの経験を積んだ選手たちで、今回大会で期待ができそうだ。

また今回の注目は、アイシンに在籍するヘンダーソン選手が、先月日本に帰化することが

決まり、日本代表選手として出場することだ。ヘンダーソン選手は日本名を桜木として登録

するが、かつて１９９８年～９９年にＮＢＡのグリズリーズでプレイしたこともあり、元Ｎ

ＢＡの選手が日本代表として国際試合に出場するのは初めてのこと。

桜木選手の加入により、ゴール近くのプレイやリバウンドなどで強さを発揮できることは

もとより、新たに就任した鈴木貴美一ヘッドコーチ（アイシン精機）の繊密な采配振りが注

目される。アシスタントコーチの田中輝明（東芝）氏とともに、日本代表チームのレベルア

ップを図ってアジア選手権大会優勝の夢をかなえてくれることを大いに期待したい。

日程 時間 会場 グループ 夫･戦カード

7/２８

(土）

9:0０

１１:15

13:30

15:45

18:00

20:1５

9:0０

11:1５

１
１
１
１
１
１
２
２

Ｃ
Ａ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

カタールｖｓ インド

中国ｖｓヨルダン

シリアＶＳチャイニーズ・タイペイ

アラブ首長国連邦ＶＳ日本

イランｖｓフィリピン

ﾚバノンｖｓクウェート

カザフスタンｖｓインドネシア

韓国ｖｓホンコン・チャイナ

7ﾉ２９

(日）

9:0０

１１:15

13:30

15:45

18:00

20:1５

9:0０

11:1５

１
１
１
１
１
１
２
２

Ｄ
Ｃ
Ｄ
Ｂ
Ａ
Ａ
Ｃ
Ｂ

ホンコン・チャイナＶＳシリア

インドネシアＶＳカタール

チャイニーズ・タイペイＶＳ 韓国

日本ｖｓレバノン

フィリピンｖｓ 中国

ヨルダンｖｓイラン

インドｖｓカザフスタン

クウェートｖ８アラブ首長国連邦

7M３０

(月）

9:0０

11:15

13:30

15:45

18:00

20:1５

9:0０

11:1５

１
１
１
１
１
１
２
２

Ｂ
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ａ
Ｂ
Ｃ
Ｄ

アラブ首長国連邦ｖｓレバノン

チャイニーズ・タイペイｖｓ ホンコン・チャイナ

カザフスタンｖｓ カタール

イランｖｓ 中国

フィリピンｖｓヨルダン

日本ＶＳクウェート

インドネシアｖｓインド

シリアｖｓ韓国

グループＡ グループＢ グループＣ グループ，

中国 レバノン カタール 韓国
ヨルダン クウェート インド ホンコン・チャイナ

イラン アラブ首長国連邦 カザフスタン シリア

フィリピン 日本 インドネシア チャイニーズ・タイペイ



第２次予選ラウンド

第２次予選ラウンドは、第１次予選ラウンド各グループの上位２チーム、合計８チームを

２グループに分けてグループ毎に総当りリーグ戦を行い、各グループ上位２チーム、合計４

チームが決勝トーナメントへ進出する。

第１次予選ラウンド各グループの下位２チーム、合計８チームは２グループに分けて下位

リーグを戦う。

上位リーグのグループ分け

グループＩ グループⅡ

Ａ１位 Ａ２位

Ｂ２位 Ｂ１位

Ｃ１位 Ｃ２位

Ｄ２位 Ｄ１位

それぞれのグループで総当りリーグ戦を行い上位２チームが決勝トーナメントへ進出。

上位リーグ試合日程

上位リーグ戦は、７月３１日、８月１日、８月２日の３日間、第１次予選ラウンドと同様

の時間帯で、予選ラウンドと同じ会場で開催される。

決勝トーナメント

第２次予選ラウンドの上位２チームづつが８月３日の休息日の後、８月４日に準決勝を行

い、８月５日に決勝戦を行なう。８月４日の準決勝は「アステイとくやま」で１８時と２０

時１５分から開催、８月５日は３位決定戦が１８時から、決勝戦は２０時１５分からそれぞ

れ行なわれる。

以上のような日程で北京オリンピックへの出場権が争われるが、予選リーグは連続６日間

のハードスケジュールであり、季節的にもかなりの体力が必要になる。

また、決勝トーナメントに進出したとすると１日おいて更に２日間の連続試合となり、優

勝するには大変な体力と精神力を持続しなければならないことはいうまでもない。

日本代表チームの選手とスタッフの皆さんが、この難関を乗り越えて是が非でも北京オリ

ンピックの出場権を獲得していただきたいものである。そのことこそが日本バスケットボー

ルの発展とメジャー化への近道ではないだろうか。

日本代表チームの健闘を願うとともに、私たちにできる積極的な「応援」を多くのバスケ

ットボール関係者、ファンにお願いしたい。

日本代表チームの選手たち

３



日本代表チームオリンピック史

[歴史部］

北京オリンピック予選が開かれる今、かつて日本を代表するスタッフや選手たちが出場し

たオリンピックの歴史をまとめてみた。近年では女子の活躍が目立つが男子についても堂々

とアジアの枠を勝ち取って、オリンピックに出場していた輝かしい記録でもある。

年齢は出場時年令

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位
1１ 1９３６ ベルリン 男 1932年国際バスケットボール連盟が結成され､男子バスケ

(ドイツ） ツトボール競技がオリンピックの正式種目になる
21カ国

1位アメリカ２位カナダ３位メキシコ９～１４位グルー

プ日本

○ 日本 ３５ １９ 中国

○ 日本 ４３ ３１ ポーランド

● 日本 ２２ ２８ ﾒキシコ

代表団 氏名 年令 出身校＝所属 身長
監督 浅野延秋 早稲田大卒
コーチ 三橋誠 京都帝国大卒
審判 李相白 早稲田大卒
マネジャー

兼審判
竹崎道雄 早稲田大卒

役員 高橋太郎

主将 田中秀次郎 ２７ 東京帝国大卒 180

選手 鹿子木健日子 ２３ 東京帝国大 1９２

〃 張利鎖 ２１ 延謡専門学校 1８２

〃 中江孝男 ２４ 東京帝国大 1８５

〃 前田昌保 ２３ 立教大卒 1６７

〃 松井聡 ２２ 京都帝国大 1７６

〃 宗像卯一 ２１ 早稲田大 1７３

〃 横山堅七 ２１ 新潟商業＝早稲田大 1７３

〃 吉井精三郎 2０ 新潟師範＝東京高等師範 1７３

〃 李性求 2６ 延穂専門学校卒 1７３

〃 廉段舷 2４ 延禰専門学校 1８２

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

男 １５カ国

1位アメリカ２位ソビエト３位ウルグアイ１０位日本
● 日本 ４０ 9８ アメリカ

● 日本 ６１ 一 7７ ﾌィリピン

○ 日本 ７０ ５０ ﾀイ

● 日本 ６０ ７３ カナダ

○ 日本 ８３ ６７ 韓国
○ 日本 ８２ ６１ タイワン

1０



｜’｜’ ● 日本 ６０ ７５ カナダ

代表団 氏名 年令 出身校一所属 身長

監督 大庭哲夫 早稲田大＝日本航空

コーチ 前田昌保 立教大一東邦ワラパルプ

審判 佐々木茂 東京高等師範＝

主将 糸山隆司 ２４ 東京教育大＝日本鋼管 1９５

選手 藤田学 明治大＝日本鋼管
〃 杉山武雄 ２３ 立教大＝八幡製鐘 1７６

〃 荒井利一 立教大＝松下電器
〃 斉藤博 ２２ 立教大＝日本鉱業 1８４

〃 東海林周太郎 ２２ 山形東高＝立教大 1７０

〃 紺野仁 ２３ 立教大＝鉄興社 1８６

〃 登坂哲朗 ２３ 北園高一慶臆義塾大 1７９

〃 今泉健一 ２２ 明治大＝日本鉱業 1８３

〃 大平礼三 ２１ 磐城高＝明治大 1８６

〃 奈良節雄 1９ 川崎高＝立教大 1７７

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

1７ 1９６０ ローマ 男 １６カ国

(イタリア） 1位アメリカ２位ソビエト３位ブラジル１５位日本

● 日本 ６６ ７３ ハンガリー

● 日本 ６６ １２ ５ アメリカ

● 日本 ９２ １０ ０ イタリア

● 日本 ６３ １０ １ フランス

● 日本 ５７ ７６ ﾒキシコ

● 日本 ６４ ６６ スペイン

● 日本 ７３ ９３ プエルトリコ

代表団 氏名 年令 出身校一所属 身長

監督 森沢誠一 早稲田大＝日本システム工業

コーチ 前田昌保 立教大一東邦ワラパルプ

審判 畑竜雄 東京大＝武蔵大

主将 糸山隆司 ２７ 東京教育大＝日本鋼管 1９５

選手 斉藤博 ２６ 立教大＝日本鉱業 1８４

〃 杉山武雄 ２７ 立教大＝八幡製鑑 1７６

〃 東海林周太郎 ２６ 立教大＝日本鉱業 1７０

〃 今泉健一 ２６ 明治大＝日本鉱業 1８３

〃 鎌田正司 ２５ 早稲田大＝日本鋼管 1８０

〃 奈良節雄 ２３ 立教大＝日本鉱業 1７７

〃 金川英雄 ２３ 立教大＝八幡製鐙 1８１

〃 若林薫 ２１ 北野高＝東京教育大 1７８

〃 大島康邦 ２１ 新潟南高一立教大 1７４

〃 志賀政司 ２１ 磐城高＝明治大 1７５

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

(日本）1181
1９６４ 東京 男 １６カ国

1位アメリカ２位ソビエト３位ブラジル１０位日本

1１



オーストラリ

ア

口数開催年開催地(国）性別参加国数順位

２０１９７２～ユンヘン 男１６カ国

（西トイノ）１位ノヒエト２位アメノカ３位キュー、１４位日本

日本５５－１１０ブラ／ル

○日本７８－７３エジプト

日本７６－９２オーストラノ

ア

日本７８－８７スヘイン

日本６３－１０８キュー

日本３３－９９アメ」力

○日本７０－６７セ才カル

１６カ国

1位ソビエト２位アメリカ３位キューバ１４位日本

オーストラリ

ア

1２



｜’｜’ ● 日本 ７３ ８２ フィリピン

代表団 氏名 年令 出身校＝所属 身長

監督 笠原成元 東京教育大＝学習院大

コーチ 吉田正彦 立教大＝日本鋼管

審判 滝島幸雄 新宿高＝

主将 谷口正朋 ２６ 中央大＝日本鋼管 1８６

選手 杉田勝彦 ２６ 大阪商業大＝松下電器 1８６

〃 横山邦彦 ２５ 早稲田大＝住友金属 1９７

〃 阿部成章 ２４ 日本体育大＝日本鉱業 1７７

〃 宗田研二 ２４ 中央大＝日本鋼管 1９３

〃 服部信雄 ２４ 立教大一日本鋼管 1９７

〃 吉川峰夫 ２４ 芝浦工業大＝住友金属 1７８

〃 坂井和史 ２４ 東京教育大＝日本鋼管 1８３

〃 千種信雄 ２６ 大阪商業大＝住友金属 1８７

〃 森 哲 ２３ 明治大＝住友金属 190

〃 柚友厚 ２３ 日本大＝住友金属 1８５

〃 沼田宏文 ２０ 加古川東高＝同志社大 204

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

2１ 1９７６ モントリオール 男 １２カ国

(カナダ） 1位アメリカ２位ユーゴスラビア３位ソ連１１位日本

● 日本 ７６ 1０ ４ カナダ

● 日本 ９０ 1０８ ﾒキシコ．

● 日本 ５６ ９７ キューバ

● 日本 ６３ １２ ９ ソビエト

● 日本 ７９ １１ ７ オーストラリ

ア

● 日本 ９１ １１ １ プエルト･リコ

○ 日本 ２ ０ エジプト

代表団 氏名 年令 出身校二所属 身長

監督 吉田正彦 立教大＝日本鋼管

コーチ 江川嘉孝 明治大＝新日本製鐘

審判 香中
一

元一 早稲田大＝村田合同

主将 阿部成章 2９ 日本体育大＝日本鉱業 1７８

選手 千種信雄 ３１ 大阪商業大＝住友金属 1８７

〃 森 哲 ２７ 明治大＝住友金属 1９０

〃 結城昭二 ２５ 中央大＝住友金属 184

〃 藤本裕 ２５ 大阪商業大‐日本鋼管 1７７

〃 沼田宏文 2４ 同志社大＝松下電器 204

〃 桑田健秀 ２３ 慶雁義塾大＝日本鋼管 190

〃 山本浩二 ２３ 明治大＝日本鋼管 1７５

〃 清水茂人 ２３ 中京大＝日本鋼管 1９７

〃 斎藤文夫 ２３ 中央大＝松下電器 202

〃 北原憲彦 ２２ 明大中野高＝明治大 201

〃 浜口秀樹 ２０ 長崎南高＝拓殖大 1９５

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

1３



・
・

1４

２１ 1９７６ モントリオール

(カナダ）

女 女子バスケットボール競技が正式種目になる

6ｶ国

1位ソ連２位アメリカ３位ブルガリア５位日本

○ 日本 ８４ ７１ アメリカ

○ 日本 1２１ ８９ カナダ

● 日本 ６２ ７６ チェコスロバキア

● 日本 ６３ ６６ ブルガリア

● 日本 ７５ ９８ ソビエト

代表団 氏名 年令 出身校＝所属 身長

監督 尾崎正敏 早稲田大＝ユニチカ山崎

コーチ 石川武 日本体育大＝日本体育大

主将 脇田代喜美 ２５ 宮崎高＝ユニチカ山崎 1７６

選手 橋本きみ子 ２３ 千葉商業高＝第一勧銀 1６６

〃 門屋加寿子 ２２ 聖カタリナ女高＝ユニチカ山崎 1７６

〃 福井美恵子 1９ 樟蔭東高＝ユニチカ山崎 1８４

〃 大塚宮子 ２３ 市郁短大＝日立戸塚 1７０

〃 松岡美保 ２３ 薫英高＝ユニチカ山崎 1６５

〃 林田和代 ２２ 飯塚女子高＝日立戸塚 1７０

〃 宮本輝子 ２４ 松橋高＝ユニチカ山崎 1６５

〃 生井けい子 ２４ 日本体育大＝日本体育大 1６３

〃 青沼令子 ２２ 清泉女学院高＝ユニチカ山崎 1８１

〃 山本幸代 ２５ 夙川学院高＝ユニチカ山崎 1６７

〃 佐竹美佐子 ２５ 妻高＝第一勧銀 1７８

回数 開催年 開催地(国） 性別 参加国数･順位

2６ 1９９６ アトランタ

(アメリカ）

女 １２カ国

1位アメリカ２位ブラジル３位オーストラリア７位日本

● 日本 ６３ ７３ ロシア

○ 日本 ７５ ７２ セネガル

● 日本 ８０ 1０ ０ ブラジル

● 日本 ５２ ６６ イタリア

○ 日本 ９５ ８５ カナダ

● 日本 ９３ 1０ ８ アメリカ

● 日本 ６９ 8０ ロシア

○ 日本 ８１ ６９ イタリア

代表団 氏名 年令 出身校＝所属 身長
チーム

リーダー
安達宣郎 東京教育大＝三井生命

監督 中川文一 東京教育大＝シャンソン化粧

コーチ 小牟鎧育夫 福岡教育大＝積水化学
〃 永井祥剛 専修大＝日本電装

総務 地原礼子 ＝シャンソン化粧品
ﾄレーナー 津田清美 ＝ゴールドウインスポーツサポート

審判 石田秀敏 東京教育大＝氷取沢高

主将 原田裕花 ２８ 藤蔭高＝ジャパンエナジー 1７１

選手 －乗アキ 2６ 広島商業高＝シャンソン化粧品 1８０

〃 村上睦子 2５ 星城高＝シャンソン化粧品 1６５

〃 大山妙子 2２ 東亜学園高＝ジャパンエナジー 1７３



回数

2８

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

開催年

2004

代表団

監督

コーチ

〃

総務
ﾄレーナー

〃

スーパー

バイザー

審判

主将

選手
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

萩原美樹子 ２６

参河紀久子 ２８

山田かがり 2４

加藤貴子 ２５

岡里明美 ２１

川埼真由美 2３

永田睦子 1９

漬口典子 ２２

開催地(国） 性別

アテネ 女

(ギリシャ）

氏名 年令

内海知秀

梅寄英毅

萩原美樹子

高橋雅弘

伊藤美子

海老原一哉

原拓男

須黒洋子

演口典子 ３０

紺野麻里 ２４

大山妙子 ３０

薮内夏美 ２７

川畑宏美 ２５

楠田香穂里 ３０

矢野良子 ２５

江口真紀 ２５

立川真紗美 ２３

大神雄子 ２１

矢代直美 ２６

永田睦子 ２７

福島女子高＝ジャパンエナジー 1８０

明徳商業高＝ジャパンエナジー 1７０

名古屋短大付高＝シャンソン化粧品 1７８

富岡高＝シャンソン化粧品 1８０

名古屋短大付高＝シャンソン化粧品 1８０

水海道第二高＝ジヤパンエナジ一 1８３

純心女子高＝シャンソン化粧品 1７８

鶴鳴女子高＝ジャパンエナジー 1８３

参加国数･順位

１２カ国

1位アメリカ２位オーストラリア３位ロシア１０位日本
● 日本 ６２ １２ ８ ブラジル

○ 日本 ７９ ７３ ナイジェリア

● 日本 ７８ 9７ オーストラリ

ア

● 日本 ７１ ９４ ロシア

● 日本 ９１ ９３ ギリシャ

● 日本 ６３ ８２ 中国

出身校＝所属 身長

日本体育大＝JＯＭＯ

日本大一日立ハイテクノロジーズ

福島女子高＝早稲田大大学院

＝ＪＯＭＯ

‐田淵整形外科クリニック

＝スポーツケア鍛灸ｽボー ﾂﾏｯｻー ジ治療

＝日本バスケットボール協会

日本体育大＝

鶴鳴女子高＝JＯＭＯ 1８３

明星学園高＝JＯＭＯ 1７８

東亜学園高＝JＯＭＯ 1７３

樟蔭東女子短大＝日本航空ｲﾝﾀー ﾅｼｮﾅﾙ1７５

福井商業高＝JＯＭＯ 1８１

小林高＝JＯＭＯ 1６５

城北高一JＯＭＯ 1７８

九州女学院高＝シャンソン化粧品 1８４

横須賀商業高＝JＯＭＯ 1７１

桜花学園高＝JＯＭＯ 1７０

日本体育大＝日本航空ｲﾝﾀー ﾅーナル 1８２

純心女子高＝シャンソン化粧品 1７８

1５



ＲＥＵＳＥを考える

[環境の総合情報商社］

“地球にやさしく，,どこかで見たような聞いたような言葉。

あなたはリサイクルに関心を持っていますか？

“地球環境をこれ以上汚したくない，，これが私たちの願いで

あるとともに、人類に課せられた大きな課題です。

当社は携帯電話やパソコンなど、鉄を除いた金属（レアメタ

ル）の回収、再生（リサイクル）を主な業務にしている会社

です。

日本のバスケットボールの振興、発展を応援します。

リユース・ビズテツク株式会社
〒３３３－０８４２

埼玉県川口市前川２－３３－１

ＴＥＬＯ４８－２６３－７０２３

ＦＡＸＯ４８－２６９－８００９

代表取締役永野鉄洋
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デューパーファイブ株式会社
〒130-0023東京都墨田区立lII3F3P5
TEL。（03)3632-7045（代表）
ＦＡＸ。（03)3632宮8327
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